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このﾉｰ１１１(lに|H1迎づけて､私たちはビジネスを改溌し、

ｉ\荷にはりlili巣,lll純や技術を、lwiil1子者には(l:'１Fを艇供

するために、職能准発ｉｉｉするべきです。ロータリーの

『､第－２の準(上部,Mjは､社会に戊I,ｉ１ｉする限りない機会を
提供します。

四つのテスト

ノ<恐慌11#代の1932年､シカゴのロータリアン､ハー

バート・テイラーは彼の会ﾄﾞl:であるクラブ・アルーミ

ナンの指概となるように「1几１つのテスト」を勝策しま

した。それは；|:L1の士気にとってよいものだけでなく、

ビジネスにとっても有効でした．消磁者は、テイラー

の会社が強,i１Ｍした商,ｌｆ１Ｈと,､1実なサービスに対して

熱心に応えたのです。彼は会；I:が倒産から救われ、

激１Jﾉjドル企業に変容できたことによって、そのテス

トに確信をもちました。テイラーが１９５４－５５年度

便１，のＲＩ会長を務めたときに､｢Ⅱ9つのﾃｽﾄ」のHf作
脈をロータリーに譲渡したのです。

今1｣のＩＭＬいビジネス剛境の下で、多くのロータリ

職業奉仕の場でこそ

ロータリアンとして評価されます

元ＲＩ理:ﾘﾄﾞのエルマー・ジョーダン氏は、１９８０ｲi：

IC''２ば､次のように,1$いています。「あなたや私が１１々

のｌＷｌ１を稼いでいる11Mi業奉(１２の場こそ、私たちがロー

タリアンとして,ｉＷ１ｌＩｉされるところなのです。私たちが

ビジネスやLljl1i111Miでどのように行lIil)するかは、本､１１に

Imlliなことなのです｣。

ジョーダン氏の『;集は、ロータリーがｌＯＯ１ｈｌ年に

近づいている呪化も真実と受けとめられますニロー

タリアンとして、私たちは公の(I;1l7i性を高める能ﾉjに

よっでﾄﾘ断されるのです。私たちは、職業準'１:とｌＩＡ

１ＩＭ〈準のiili業倫''11に対して、Iill1Z以来の１１１緒ある取

り組みを果たすことによって、慈愛の柾を柵き続けな

ければなりません.，

アンは「1ﾉﾘつのテスト」の妥､'１性に疑IHIを投げかけ

てきました。それでも、これらの４つの質11{lは数１年

もの１１M、ロータリアンにとっての倫理的指針という役

11を果たすことで､時の試練にIijlえてきました。今F1、

これまで以上に、ロータリアンがビジネスそして'1M人

'に活のなかで、模範の役割を果たすことは必須なこ

とです。私たちが「四つのテスト」を復咽するだけで
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BbichaiRattakul 

2002-O3年度ｌｌｉ１際ロータリー会塵
1-分ではありません。それを実践するのです。私

ちは、ロータリーが村川であり、誠実に行1ﾘＩしてい

は
た

ることをilt界に示さなければなりません。

ＲI会長メッセージ１１平成１４年１０月号



Ｉ 

Ｉ
 

Ｉ 

ｒ可

ｈ開
泊

１
１
 

'鍵謹 。 画

■｡＝■ 

Ｆ 

ｑ］ 

’ 

！ 
■■■■ 

Ⅱ■￣ 

■
■
『
■
ロ

〆､）■gP 

uj等
，’ 

￣ 

，ｉｉ 

…,wil1i， 詞@Jご＝:！
○
Ｗ
“
Ｖ
Ｊ
ｒ
 

’ 顔￣

ﾛ⑭ 

「

１－摩（
■ 

司瑚蝋
ごｊｗｌ
－ 

尚←－．－゜「

上・瓜
Ｆ 

ｈ ～、

F塵 Ｉ 
￣￣ 

h■． 
救急蘇生法を教える国意氏

地域の“先輩，，仕事を語る！
｢トライやるIl1liii講座」開樅

姫蹄１１WロータリークラブlIil富壷＝

そこで、会社に｣こどもたちを受け入れるのではなく、

こちらから学校を,MillI1して、自分たちのl1Mi雄について子

どもたちに語ろう、将ﾙﾐの進路の役に１ｋち'kき〃の参弩

にしてくれればとの思いから、職驚ｲ§化．i(l:会ｲ琴仕・新

１１t代合同姿ｊｉ会をl1llIll1し、）ＩＦ業のll的やIﾉｨ群、対象肴な

どの検討を砿ね、jluﾉﾋ111学校の校及先'１：とも怠兇交換＃と

行い、「トライやるllIliiIiⅢ座」というｆｉ称で火脱できま

した。

'二人を凝らした帥|i雁で子どもたちとI語る

llIIiii識座の内群は、参lI1メンバー１９人の職堆分緬力

ら製造楽､IiIjWlサービス雄､食IWi製造渕進､(lﾉﾘⅡ1サービス業、

|クミ搬業、逃i没瀧、lll(|倹金ＭＩ１１紫ならびに瀕牧の８MiN5と

なり、テーマを「１１本の物作り－アイポからロケットま

で－」「地jHlIi1i#|』システムと航甕測1A」「インターネット

でⅡｌｊ利をつかもう」「コーヒーを飲むとljimがよくなる？」

｢澁格を活かす私の将来」「命を菰かる私たちの心一h'}鵬

"トライやるウイーク”の祝Ａｌ(を変えて

今年６ﾉ］１２１１，「地域の｡､先飛”１１:!'ｌを,Niる」と題

した「トライやるｌｌ１１Ｍｉ１ｉｌｉ雁」をjl1li路IIj,洲４'二IlI'j2校にお

いて実施し、クラブ会11が教埴に,rって、それぞれの職

堆について、トBiびやｌｌｆ労そして(I:ﾘﾄﾞの葱lHiについて'１２徒

/こちに摘りました，

兵l)ｉｔﾘ,Lでは､数ｲﾄﾞIiiiから「トライやるウイーク｣という、

jUl元の企業や公災施,没がI|'学２ｲ1コ'２を受け入れ、学校

だけでなく地域全休で、」蓋どもたちの仙余な行成に収'〕

細んでいます（1999ｲＩＺ『友一３ノlljlli細みＰ４０～４１

にＩＭＩ述記ＩＦ蝿,lUi)。わがクラブも文扱Iilﾘﾉ｣をしておりま

、)~が、業獅によ'）「どもたちにとっては危険な職場であ

ったり、また'|ﾐ命やⅡｲ雁を預かる職堆もあるため、受け

入れがたいところがありました‘しかし、ｊ名どもたちの

(il1やかな成艮をIliiう女(持ちには変わりなく、（,りらかの形

でお手伝いできないものかと砦えていました。

戸､

１０月は

職蕊塞仕鳳闘

1２「トライやろ出前脳座」開催 ＺＯＯＺＶＯＬ５０ＮＯ］0 



１幾で｣Mﾉかる命一J「ｉＩＩｌも仏もあります」など、バラエテ

ィーに術んだものに決まりました。

受,;櫛荷は、進路指導の‐蝋として３ｌ1畠'１K１６５人で、

’'２徒は｢1111に,illi座を選択できます。さらに､'111はオープ

ンスクールとして保謎行や地域の人たちも愛,i1,1iできるよ

うにしました,継獅Ii役を務めたメンバーのほとんどが、

．:！(lliiに,fって,iiIiすのは初めてでしたが、IFIiiにilIiIIliして

‘､たレジュメを配ｲ1iしたり、ビデオやプロジェクターを

111って、’'1身の作jFや、今までに収Ｉ)組んできたW[ＩＪＩ分

！];の,iiFを、’１２徒たちとlhlき合って、表１１１１を)』ながら熱心

二,iiliし、,;lil)かけました。’|:１，kはもちろん、受,;lliされた

’111,遡行の〃々も熱心にメモをllXるなどして、ｌｌＩ１き人って

かました。

下ごたえあり！さまざまな感想

〆、誠ﾊｾﾞを受,柵した生徒たちの感想又（抜粋）を紹介させ
ていただきます。

・今のlU1f11がすごいことになっているのを、あらため

て感じました。もっとliilliな内容だとIAAっていたけ

ど、とても雌しくてfIl1解しにくかったです。でも、

これからの111球のためには、私たちが将ﾙﾐlilii張らな

ければいけないということがわかりました。

．おもしろかった。興味深い,Wiもあった。襖雑な部分

もあったけど、それをﾉﾋかしていこうと思った銅

,今11は、今まで知らなかったことがいっぱいわかっ

て、とても勉強になったし楽しかったです。またや

ってほしいなと思いました。

・今まで知らなかったことをたくさん知ることができ

たし、災感する部分がありました。「ナイチンゲール」

粉iqlIの;,'iとか、「ナースキャップ」をかぶるのはすご

く人変なことだということ、そして、心臓マッサー

ジや人l:呼吸のやり方などを救えていただきました

私の将来の峡というか、枕きたいと思う１１２，|「は「人

の千lMjけをする(I:'1i」なので、これからの'１１活や進

路にも役lIfてていければいいなと思いました。

.‐悉心に吸ったのは、「オギャーと'kまれたら死ぬ」

という,訓ﾋﾞです。人'１Mいつかは死ぬんだ…とあらた

めて思いました。ちょっと腹雑です。′1そまれた時か

ら死が決まっているから。

・人は文え行って21：きている。111然も１お,iiliをIlilか

せてもらって、見方が少し変わりました＿

学校、、'1クラブj1iに初めての試みで、ｌﾉﾘ群が少ししlj［

ｌ１１的になってしまうところもあI)、中学'|：にはH1上しかっ

たかなとlZ肯すべき点もありますが、成堕をIiijiう大人た

ちの熱懲は１分伝わったのではないかとIiM1I肘しておりま

す聡これからも、了どもたちのためのlIlliiiⅡi11liとして続

けていきたく携えておI)ます゜（鰯2680地区兵1,1【11L）
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１０園は

戚闘饅雌圓麗．

平成１４年１０月号 ｢トライやろ出iFi爾座Ｊ１、催１弓



私の会ﾈ|:は辿,没堆ですが、社此が近隣化民に工蛎のあ

いさつに行くと「Ｉ《|:災のことロータリーでよく知ってる

よ」と言われるそうです。住民に迷惑をかけずには腿Ⅲ

できない道路-1211ＩやＭ<~に'１Fも、ロータリアンという名

の友達がたくさんいるおかげでトラブルもなく進む仇は

たくさんあります。

先１１も道路に１１；現場で１台のベンツが11uをするトラ

ブルがありました。鵬のベンツ！もしかしたら…と

思ったら、その刀もロータリアン！「ＤＩＩの/jも少し不'1；

意だったんです」と,;ってくださ'〕l11ilr解決、

MiIliのバッジは好感と友情を深め､女(さくに「やあ！」

とr了い「オイ」と呼べるli11111になれる。なんとも不思議

なﾉjをもったバッジです。私もどこかで,ＭＩかにﾉjを貸す

こともあると思います。Ｗiいっぱいの好怠と上Iivを秘め

ながら、今１１もロータリーの歯１１[は１１''1)続け、不忠誠な

ﾉjを蓄えていることでしょう。（節2770地lxjtn瓢!)～

不思議なバッヲ

八iW1RC川減吉天

職堆分瓶道路述投

“やあ！と！;いオイと呼び合うこの('''113手を

振り合おうよ命の限り”歯【|【のバッジは、初めて会っ

た人111士でも、すぐに声をかけ合える不忠微な力をもっ

ています。

以Iii、Y1nl〔の１１１で隣の外国人が「あなたはどこのクラ

ブですか？」とIWiしかけてきました彼もロータリアン

で､ｌかj11iiにⅡ:１Ｉで11本に来たそうです。「メークアッ

プにはぜひ八i''11クラブへ」と言って>１１１れましたが､「じゃ

あ！また！」と１１?いたくなるほど親しみを覚えました。

外1'1人でそうですから、１１本人ロータリアンならなおさ

らです（

出会いこそ□－タリー

□－タリーの良縁は
輪を広げる

である。ところが蒜とは不思議なもので、細介した会社

の|)'１発部長が持ち込んだ伽！『がトントン'1'１J筐に進み、緋

,;'1:製船が完成し、jMlU1llI1に{Tl1Miｲﾄﾞの会i《|:のi【班取りl先と

なったのである。

ここまでならよくあるi謡であるが、人lI1llHl係の良縁は

どんどん縞が広がるものである。今庇はその１１１１発部長が

ｲ7崎衙を、その会i(|:のiz喚取引先で、それも業界トップ

の超優良会社にﾘ|き合わせた。その結果、またまた特１／ｆへ
新型,W,がl)M発され、その新製,lliを今庇はなんとul社が製

造供給する''1り合わせになったのである。こうしてｲｉ１Ｍｉ

ｲﾄﾞは乳Ｉ社のお↑(ﾄ遮光となり、より－miの親密I'|:が深まり

友好MM係を保っている。

彼の会社の優秀な武肛があってのことだが、このM(1わ

ずか－年という噸Ⅲ''''1である。私は彼とこの一件で、ロ

ータリークラブ人公の恵投は-'一分あったと考えている

{７１１１幌|もl1il感であろう。ロータリアンは｢1分をさらけ}[｝

し､11解をしあうべきだ。ロータリーの)jl(点に灰')、ｌiい

の職業のもつ“知忠”と“顔”をもつとiiW11しあうこと

を私は勧める。ロータリー万歳、ロータリアン万歳．

(ｲﾐ肱３ﾉj号縦組みＰ虹に1川辿,ldIlI）（期２６６０地区人阪IIT）

人阪柏Ⅲ】(ＲＣＩｈｉルｉ政lMiil

lMWt分ｿＪｉ接i`済１１製造

クラブ会ｕのllIで、特に親しくI､lき合っているＩ１ｌｉＩＩ}１

にｲT崎昭蒋がいる。会員歴は私が２０年、彼は１０年で

あるが、今年過ﾙﾄﾞを迎えた全くのIiil年fIio都Ili部のクラ

ブと腱なり'１「紫経常荷の少ないわがクラブで、彼は特殊

包装資材、私は化学型,Ｍと、１１『労をともに,Niることがで

きるIlJ小企業経瀞荷である。

例会で顔芯合わす凝腫の一二人が、忽逃に親祷度を1Ｗ

したのは５年ほどIiiL彼の３１つ越しで住まいも近所にな

ったことから始まI)、お互いの1F業lﾉﾘ容をもＩ謡')合う('１１

になった。ロータリーの会貝は裸の付き合いが必要であ

る。それが本来のクラブ組織であり、そこにクラブ活I'ｋ

化と発展の泉がある。

たまたま私の親しいビジネスフレンドに上場企業の

代表者がいて、彼を細介することにした。後でllilいた,$ili

だが、石崎君は私の顔を立てるべく渋々ついてきたそう

１０園は

職篁塞瞳同悶

1４出会いこそロータリー ＺＯＯＺＶＯＬ５０ＮＯ･加



ました。)jBIIIをあげてもいろいろな協ﾉjをし、私も調在

のための船Nlilを貸し１ＭしたI〕などしました。そうした彼

の愉熱の傾注の結果、ついに(１２任１１１にエリiの竣１２を迎え

ました。

本土と佐illI【ﾉﾊﾄがつながり、膨ﾉくな怖報を隅'1ｹに送れる

ことで、'11WⅡ!な映像による下術の述隔指示がiiJ能となり

ました。ＭＨ齢化社会を急速に迎えているわがﾊﾄにとって

は、まさに１１ｲﾉ雁であります。このほかにも光ファイバー

の通)１１には,ilI)ｊｉ１１れないi1J能Ｉｌ１ＨがWl符できます。

彼とは人変女(が合うl1MWiでしたが、「おれが文ﾊ17反の

l1fに、必ず火j〕ける」がllllifでした。彼ほどのW)熱の持

ちにはそうはいないと今でも思います。その彼も振動に

より新潟にⅢ'}って頑張っています。Ｅ１然の１Ｍ１１、透1ﾘj感

のある海、紫ｲﾄな'》腿、こよなく愛するI/１２波」H1に人きな

；|:合資水のWfllliをありがとう。すてきな|Ⅱ会いに感謝！

（第２５６０地低新i鍋L）

結べ本土と佐渡烏

佐波南ＲＣ小浜美晴

職堆分類レジャーサービス

、11クラブの特色は、先fMf氏の温かい思いやりがある

二とと、（I;il“}にある会社の文Ａｌｉの１１M係から、その代斐

荷の入会が多少見られることです。そこで特に印象に蛾

る'1i例がありました。それはＮＴＴ化iljr文１片に'１iii勅され

たＫｲﾄﾞとの１１}会いでした。

｜ｻﾞ皿、鮒1通数千人以上の'１１１鵬には、光フフ,イバーがほ

とんど1M(１没してありますが、ここ佐波)ＡＩは７ﾉj余の人

Ｌ１があI)ながら未整倣でした。そのことに厄Ij1の念を感

じたI(ｲﾄﾞは､採仰を度外視してでも､Ii1Iとか光ファイバー

を蝋I没しようとしました。行政などありとあらゆる機llll

FD､に交渉を進め、全長約６０kｍにわたる雌'二１１iが行われ

会員同士の仕事上での出会い

おh1iを跡１１１Ｉした１１$、あるロータリアンの''１:災にⅡ}会いま

した。私はいつもスーツにロータリーのバッジをｲﾘﾄﾞけて

いますので、初対面の祉艮とは11F充の話よ')むしろロー

タリーの,Wiにｲﾋﾞが咲き､30～４０分くらい,ii1iをしました。

そのI1fの,Wiの'１'で、１８｛l2llI1jll1火ＩｉＶであることを｢ＩＩｕさ

れていたのを,id低しています。こういったことがきかつ

けで取りIが始まり、現ｲ'三も活女(ある取引をしていただい

ています。

取りⅡM1姉からは一度もお会いしていないのですが、ｆﾊ

ｲＩ旨まで２０ｲﾄﾞ''１１取り|が続いていることを考えると、まさ

にロータリアンとしてのつながりに感謝したいと思いま

す。あれからロータリーのIniにおいても、；|:良をお手水

にして、私も人会以来２４ｲ1:1111述統111席してきました。

今後も社艮を11標にしてiiliIIiりたいと思います。

今lIilこのレポートを１１ﾄﾞ<にあたってfE1iiIiをしました‘

Ｍ１三のlll1if状況をうかがうと、なんと３９年Ｉｌｌ１無欠席て

あるとおっしゃっていました。iilimL1ヒロータリークラフ

にメークアップに行き、お礼のあいさつをしたいと考え

ています。

（第２８２０地区茨城AL、

たつ左－度の出会いから

境RCIililIi1ﾘ１

職業分灯ｉ戊料,M卸

職業網{1:とは、Ｉ:1分のllMl紫に勝りを感じ、ｉ|:会に対し

広く文献していくことが11的であると雌１，;します。

傘私の化]Ｉは、体育滞などにアイロンでＩｌｉＩ)付ける、柵

ｌｉｉｉなどのプリント文字の製作です。私がこのⅡ:,jFを始め

ようと鍔えた､'111#、体fiWfにＩｌＭ人名をマジックでﾉﾄﾞいた

ｌ)、印ＭＩＩをしたりしても、llfllのように洗ii(すると,lfい

た文字は１Ｍ【くなり、最後には兇えなくなるという状況で

した。

そこで、アイロンプリントの文字を製作しようと考え

たわけですが、学校によってゼッケンの人きざがさまざ

まのため、文字の大きさや糸材の述うものを１１１１煎類も作

製し、洗M1に強い瀧料を|)M発し、多くの学校、スポーツ

ｌｊＩｉなどで広く採川されるよう努ﾉJを7itねて今11にいたl〕

ました。

今から２０年前、埼玉DfLさいたま'ljのモリIWi会という
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女J性ロータリアンが語る
職業奉仕

今月は職業奉仕月間です。

2000年１０月号では、入会３

年目未満と３年以上の各会員

から職業奉仕について伺いまし

たが、今回は職業人として活溌

する女性ロータリアンに焦点を

絞り、クラブから選ばれたみな

さんに、自分の考えている職業

奉仕について語っていただきま

した句

濡楽を皿して地域交流 培ったノウハウで

(ノヒ久コスモスＲＣメL野’lfj名（社会保険ｿj扮上）

１９９１イＦ５ｊｌ入会

Ｐ。

(lH1M1J上ＲＣＩ{１１１細jと（｢f楽歎師）

１９９７《IK3）I入会

私はロータリークラブに入会して５ｲﾄﾞになります。

職業はrf楽教iilliで、クラブでは例会でソングリーダーを

務めピアノをＩiiiいています。また、「１分の絲験を'kかし

て現IWI:会の'１１１趣、Ｉ１ｊ少ｲｌＺｌＩ{1趣、，蔚齢折１１１１題や、［Iil際交

流などに、１．f楽を〕、して取り組んでいます。

例えば、私の1111域では、郊外で勝から１１；んでいた人た

ちと、汁い家族が新しいIiﾐﾙ}を述ててliiんでいますが、

|llllAlの'111他として、なかなか融和が進まないということ

があります。そこで私は、Ｉ'｢い人たちと新しい人たちと

‐緒のコーラスグループをつくり、Yf楽の楽しさを感じ

ながら交流を|刈りました。

村のiqlI社のお祭りで、「どもたちやおｲＩ剤fI)と一緒に

111kを{＃(ったI)、敬老会、jillnllWtlif者の慰'１{１，置人ホーム

への季Ｉiiiごとの訪１１Mなどのｲ§化活動をしています。グル

ープは、111J内だけにとどまらず、ｉｉｉ向、リ,(内のボランテ

ィアグループとともに交流派動をしています。

ロータリーの,'j少ｲﾄﾞ交換･32/k、ＧＳＥ、反Ｉｉ１ｊ交換の来

,ｉｉｉの機会をとらえて、地域の人たちとの交流も楽しんで

います。（節2520地Ⅸ増刊!）

会；|:,没)OK以川Ｇｌ２<１２、「11W雌ｲｷﾞⅡ:とは(!Ｉか」なiU1I1に

弩えたこともなく、IjqWWk1Miiにﾉ｢惑いました。新人公Ｌｉ

セミナーの際に、機わるlIii蝋を通じてﾈl:会にlHrlWiするこ

とと教育を翌けたものの、あらためて砦えたこともあり

ませんでしたｕ

Ｉｊｉ(点に返って砦えてみると、llili業として「＃l:会保険

ﾂj勝'二」は、“企業は人な')”の一端を111う化lFであり、

労働に|H1する法↑'1の専１１Ｉ家と｢１ｍしています。

混迷する維済社会の''１，企堆がグローバルｌ１ｆ代の競７１

に打ちlMiつため、いかに法↑11に沿ったﾂﾉ勝fiiIl11ができる

か、ｊr金体系に辿動した人liIIiⅢ庇や優秀なｉｌ:１１の育成、

；l:貝の将来のｲ1§金問題、ｌｉｉ１政にｉｎって行う１１雛の助成･へ
illi助命のIIIl1IIiなど、三１数ｲlKIj(}わ()培ったノウハウでLr

lWiすること、これが私にとってのl11ili業傘(|:とjWi,Miに篭Ｉ）

ました。（節26OOjuべ１２１｣｣ﾄﾘ`!）

"パンのため,'から“地域のため”に

函鮒來ＲＣ渡辺友j名（lUL策設計）

１９９０ｲＦ８ｊ］入会

私は、父をｲ,｢くして亡くしたために、Il1il交通１i楽とIIil

ll#に“パン”のために(l:ﾘﾄﾞに就きました。それから３７

年…平成不況といわれてからは、父親の残した境IH工務

台に上がって歌の

指導をする田口さん
(中央右側）

１０局は

臓鍵蕊仕月間
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ノリ『という打称を変えるかどうか、良いllllこだわっていま

したが、ある〃の「Ⅱlji代に合わせていかなければ水没す

るよそうしたら、－冊悲しむのは親ですよ」という両

雌に励まされ、思いきってリード不助｣雁と変えました．

低迷していたfuilj雄部''１１は瀧紙ｌｆＩ上の兆しを),Lせ、ホッ

といたしました。大変雌しい絲済状況ですが、１１ｻﾞ流を枕

み、水没することのないよう)iii張っておI)ます゜

このごろ、人'|言も半ばを過ぎ、これからの行く末､“ハ

ン”のためだけでよいのか、どうあるべきなのかを帯え

ることが多くなりました。そして1MLたことは、「1分のlliW

紫に,諾I)を雑ち、会ﾈl:を良くして社旦を'|*せにし、１１１１M｜

にあって役ｉｆつ会ﾈ1:にすることが、これからの使命では

と思えるようになったことです。
⑪-堰

そして、ロータリアンとして“共にｌｌｌｌｉつ''１《I'ilUIIでﾘﾉ僻
たく正

琢)溝することが、１１Mi業準(|:のJII1念にかなうと思っており

Ｐ、ます゜ロータリーに推臓してくださった人、いろいろ救

えてくださった人、多くの人々に支えられて1.1分がある

ことに感,川し、１１々､|＃せに'１:きていきたいと念じておI）

ますへ（即j25101u小<生I上Ｗｊｉｉ）

できることのﾄ,#びをIiili認している。

人の役に,![ちたいと思う）迄しい心はMliもがもってい

る。職場の脳,没や環境のIllでｲｷﾞ１ｔのできる機会をつくっ

ていくことも、職業準Ⅱざの`ﾉﾐ磯になると思う。

（鋼27401Uﾙ(及崎U,し）

職場の皆さんと

一緒に(後列中）

!Hかな心は準(|:から

rihIiiRCIl1i水敏j抓茶ｌｌｆｊｉｉ）

１９９６《1:３Ⅱ人会

ロータリーでi了う職業ｲｷﾞⅡ:の趣扁が’11解できずnlMl｢１

鱒のl1々、そんな11＄、、'1クラブのある{｢橘''1Jがドイツと

!(ＩＩｉ妹梛ｌ１ｉｌ１ＡＩｊＩをしている１１１１係で、ｉIF(１２人'}亀'121ｏ人ほど

がﾙﾐⅡし、｜Ｈ１際交流M1会の'1雌の‐環として、１１本伝統

文化のつである「'１２けｲﾋﾟ」指導の依,IMiを受けました

また、地ﾉﾋの小学校６〈'二'kからもお茶と'１Hけｲﾋﾞの(ｲ蝋

の愛瓢があ()、体験敦宅を行ったところ、ドイツのﾉごγ

''２たちl1illll、初めてのことだけに「どもたちはりIUHi深く

心から楽しんでいました。さらに、老人ホームでも、嫌

(１２５ノ1に茶1｜ｉｆを『没け、身体|M(<i；荷のおｲ1二寄りがお茶を

いただいている炎|ｉｆに心安らぐ気持ちです。

以iii、】<111奨学''２のカウンセラ一通受けた１１#、I1Il1ilL）

女''１§がお化とお茶に心をﾘ|かれ、けいこに来て戊迷もた

くさんできたということです‘

お茶と'|:け|ﾋﾞには、“－IUl‐会”また“ｲlmkIl11寂”と

いう`;蝋がありますが、この『す雄こそロータリーの粉神

とｊｌｉ迦していると思います。リ加冒、このように広ImlIIlに

おいて、私!｢l身の11Mi紫が少しでもﾄﾞ'二会にj/illil(できたのて

はないかとｒｌｆｉしていますこれからもlMi蝋ｲｆＩＩ:ととも

に、人勢の〃が11本の'八統文化に11をlnlけてくださるこ

とをlmiっておI)ます゜（第2550jl1ﾙ（栃木U,１

扉T

l2i“ 
｡■ 

IHF』［

<ヘこれからの使命
のために！

１ 

実践の機会をつくる

l2lMjllllAlRCl)Ii川Imj：（包装製1Wilyli）

１９９９《I:．'）］入会

へ私にとって．､職業ｲ量１１:､,とは、第一に会ﾄﾞ1:経↑}『に全ﾉｊ

を尽くすことと思う。そのために良fTで安令な,ｌ１ｉ１Ｍを作

Ｉ)１１Ｉして、お客さまがそのｌ１ｗｌＭをI\んでＩ必）てくだされ

ば、それが1Mi】迄ｲ雀１tであると思っている。輔二に経灘ｆｒ

である11分が､'’1らiifく,1§し<公i1Kな姿勢をもつために、

ＩＩＬ１つのテスト」にI(IＩしたｉｍｉＩをとる労ﾉ｣をし続けるこ

と第２にlIili雄維(この磯公をつくることだと思う。

仏はＩイ[;11iから５人のlliitlif什を]2場|ﾉﾘに唾け入れて、

ド'二会参)１１１のための支援を微ﾉjながらやっている受け入

れた､１iiwは、社L1とおI[いが打ち解けないでいたが、１１：

を流し合い｣LI1il作堆をしていくうちに、心がjlliじ行って

いった｜(l:11たちは、彼らが＃1:会経験をj,､して''１，`〔心を

はぐくんでほしいと願いながら、職場の,'1で人のために

高
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ラクゼーション法など、多岐にわたる分野から采欲に

孫川しています。鵬,!fさんで11』も多いのは、心身のエネ

ルギー切れである「うつり,)i」と、イ;亥やこだわＩ)をI125
Hg3a 

mlji彌､めまい､1jYiｿ,１１など､身|ｲ§ｿi;状を'1Lする「ストレスリI財」

です。また、イ<〈剣交、チック、摂食Ilit1I;、そのＩＵＬ多I11li

にわたる児↑if・I1rｲ1：101の'１１緋や治猟も行っています

恐荷さん一人ひとI)の.1Ｍ１Ｌ１【で薊|ぢせになるﾉJ”は無111↓で

す。叫貯さん｢1ら、今よ{)、より良い〃法に女(づき、ノう

え〃を変え､感１１１１まで変化していくのにＨｆI)添うことが、

私の職瀧ｲき(ｔだと砦えています。（輔2720地1ｘ大分UIL）

Uやった」と思える授業を

Ili浜あざみＲＣ－－楽祥ｆ（数ｆ７）

１９９１〈ｌＺ５ｊｌ入会

１１W校で数りたを教えていますが､今の教篭は|『のように、

ｌ１１ｙＩ２の話を'k111iが黙って１１１１き、版,I}をノートするという

慢堆が成I),`[ちにくくなっています。ｆｌｌｚＩｉＩｉを１分にして

撮堆に臨むというのは､'1然のことですが、それを'上従に

どう'''1かせるか、''三徒の１１:趣をどう災'|'させるかili典な

１１１Ｍmになってきています｡

｜鋤この'ﾉ1群をliW1Mに例えればJjLf'iな商1Mを1肥埴する

だけでなく、いかに良い!Iい物をしたと思っていただく

か、そしてそのM11W1を|･分にiiIi1I1し、楽しみ、′|畠活に'|｛

かしていただくかということを、授堆をする際にも拷え

ていかなければと思っています。つまり、授堆を、一万

ilりに教えるのではなく、杵で参川Ｉし、｜ＩＩｌ趣をＩ没定して携

えていく場とし、その111で誉える楽しみ、わかる楽しみ

;Z味わうことができ、終わった後で、「今１１はやったぞ」

とか「今１１はわかったぞ」と思えるような授雌を追求し

ていくことが、救師である私の、l1iIi災乍１１台と際えていま

す（節２５９０jllllベ神奈川ﾘ,(）

明
る
い
医
院
内
に
て
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Mli客とのコミュニケーション

深谷ＲＣ熊行俊｣と（'1:命保|晩）

１９９７年３)l入会

私の11Mi業は'１:命保険の↑:擁です。’ＭＭＩｌｌ腕というｌ１Ｗ１ｌ'１１

は、１１に兇えないI耐MIであり、お客さま一人ひとI)の人

'１２において、これから起こ')1(}るさまざまなリスクに対

応する,ＷＷＩを、お粋さまと‐締に勝え、111,淡を１Kねなが

ら腿案していくことが必喚にな')ますこの提案iiIilIillを

行うにあたI)、私が一砺人切にしていることは、liIi客と

の辮峻なコミュニケーションです。

憐業に従Ｉ「する醤として'i〔純かつ､１１たI)1Miのことですへ

が、このことを皿して、いかにお客さまに'１;IlVi感・淡氾

感を抱いていただけるか私は１６〈|：ｌＩｉｌこの||:'1Ｉに従’１

しており、さまざまなお杵さまとのお付き合いをさせて

いただいてお')ますが、′kii1i環境JWl:会怖勢の変化に{↑

い、お杵さまのニーズも(l§々多様化しております。

そのさまざまなニーズに柔戦に対応し、１，型のパート

ナーになること。このことは、私にとって永述のテーマ

であるようなA(がします。

ＭＨ祥との総接かつilMかいコミュニケーションこそが、

'ＭｉＴＩｌｌｌｍＩ撒業にとって、冊ITi典な喫鑛であ')、またlUl

域ﾄﾞ|:会への1Mi雌ｲ学１１であると砦えています。

（期２５７０地1ＸＭｊ１ﾐﾘK）

－
－
 みんなわかった

かな？

胆者さんに寄り添って

大分キャピタルＲＣ竹|ﾉﾘ小代災（心ljlf1ﾉＷ１）

１９９９年９）1入会

仏は、ノ<分駅前でlこどもからど人までのストレスケ

アのクリニックをやっています。IiIijlllIにいうと、近代の

('/|''Ⅱ１１瓠《は,W)血先進技術で、身Iｲﾋのﾊ,jmrのＮＩＩ位を物とし

て滴旅します

ストレスケアでは、人'111を心と体をもった総合的ﾊｨ

ｲ｢としてとらえます。その方法は心身|笈ﾘと、ＷＩｉｌｌｌ医学は

もちろん、－般灰学、淡〃|斑療、心''１１療法、Ｉｌｌｌ１ｌＩｌ(術、リ

１０目懸

翻鏡奉雌園悶

２００２ＶＯＬ５０ＮＯ］（ 1８女性ロータリアンが語る職業奉仕
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